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情報は,ビジネスに,そして日常生活に欠かせないライフライン

ふプは∧,安心,安全,そして快適に情報ライフラインを支えるために,｢情報ライフライン

タ､iンに掲げ,顆客にとつての｢ペスト･ソリューション･パートナー+を目楯している｡

亀子自治体実現への取り組み一基盤の整
-

電子自治体を実現する際に必要となる基盤は,各地方公共

団体ごとに推進される基盤整備とは異なり,全国規模で一斉

に杢備され,かつ全国統一の基盤である必要性がある｡具体

的な基盤事業の例としては,全国の地方公共団体を接続する

総合行政ネットワークの事業や,本人確認基盤である住民基

本台帳ネットワークシステム,さらに,電子申請･届け出での申

請･届け出者の認証基盤,行政側を認証する職責認証等の

認証基盤,手数料等の納付関連基盤,電子文書の存在や,

処理時刻を公証する基盤などが該当する｡基盤の整備には,

国の事業として推進されているものと,決済基盤のように金融

機関などの民間企業との連携で実現するものがある｡

日立製作所は,申請･届け出者や,行政側の認証を行うた

めの認証基盤の整備で,特に電子証明書の検証などの実現

に重要な役割を果たしている｡

一方,全国の地方公共団体では,住民サービスの向上と行

政事務の効率化を目指した電子自治体をそれらの基盤の上

に実現する予定である｡手続きのオンライン化,いわゆる電子

申請･届け出を,全国の地方公共団体が効率的に,かつサポ

ート機能レベルやセキュリティレベルなどで均一性の実現を可

能にするために,｢汎用受付等システム+が構想され,段階的

な仕様が国から提示されている｡また,その｢汎用受付等シス

電子申請･届け出サービス
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設言十･開発フェーズ

設計･開発

試験

都道府県

都道府県

政令都市

法整備など

パイロット事業

全自治体

全自治体

実証実験

基盤亜備事業の槻軍

テム+を複数の地方公共団体が共同で実現し,電子的な受け

付け窓口開設を新たな,かつ広域的なサービスとして実現す

ることも念頭に置いた,実証実験を行う｢電子自治体推進パイ

ロット事業+が,2001年度から推進されている｡

2002年度のこの事業には,九つの地方公共団体が参加し

て実証実験を行っている｡日立製作所は,複数の参加団体サ

イトで取りまとめに参加し,その成果の製品仕様への取り込みを

推進している｡
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電子自治体を象徴する新サービスとして,手続きのオンライ

ン化がある｡国の手続きは,2003年に98%オンライン化すると

いう目標を設定し推進されており,地方公共団体でも,これに

追従するための計画が進められている｡それを促進,支援する

ために,｢地方公共団体における申請･届出等手続に関する

汎用受付等システムの基本仕様+が2002年3月に総務省から

公開されたところである｡

これに並行して,複数の地方公共団体の参加による実証実

験が,2001年度から展開されている｡2002年度には,都道府

県に対する手続きを含む対象業務の拡大が図られ,認証基盤

や決済基盤との連携の実証実験の計画が推進される｡この成

果は,地方公共団体での電子申請･届け出システムを実現す

る際の標準仕様,調達参考資料として整理されることになる｡

日立製作所は,これらの実証実験と仕様策定に参加するほ

か,実証実験の成果の製品へのフィードバックを推進し,標準

仕様に対応した製品を提供する｡
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電子政府伯治体の実現に向けて,中央省庁と自治体では,

インターネットを使った電子申請システムの開発を急務としている｡

日立製作所は,これらシステムの基盤となるソフトウェアとして,

電子申請･窓口基盤ソフトウェア｢アプリポーター+を発売した｡

アプリポーターは｢ベース+と｢フレーム+で構成し,｢ベース+で

は,電子申請窓口に必要となる以下の基本機能を碇供する｡

(1)利用者の識別･認証とセッション管理機能

(2)インターネットを介した申請書の受け付け機能

(3)行政機関と申請者をつなぐウェブメール機能

(4)電子署名･公開かぎ証明書の検証機能

(5)ⅩMLで記述された申請書の参照･形式検証機能

(6)受け付け案件を審査部署や内部業務システムに配信する機能

(7)申請受け付け事漬を電子署名付きレシートとして管理する機能

(8)ログ取得機能

(9)上記の機能を運用管理するユーティリティ

｢フレーム+では,電子申請の標準的なパターンを想定し,

ソフトウェア部品と画面部品を提供する｡これら部品の組合わ

せと定義により,効率のよいシステム構築が可能となる｡

(発売時期:2002年4月)

*は｢他社登録商標など+(157ページ)を参照
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務省納め地方財政決算情報管理システム

総務省に,地方財政決算情報管理システムを納入した｡総

務省は,毎年度,約1万7,000の地方公共団体･公営企業な

どを対象に決算状況調査を行い,調査結果を収集,財政分

析し,これを自書などの報告書類の形で国会･地方公共団

体･国民に報告,公表している｡

このシステムでは,(1)決算状況調査を電子調査表として電子

化,(2)稔合行政ネットワーク"LGWAN''と霞が関WANを利用

した調査データの送受信,(3)収集された調査データに過去30

年間の調査データを合わせた大規模データウェアハウスの構築,

(4)多次元データ分析システム``HITSENSER''を適用した自

由度のある高度な財政分析,(5)約2,000表の報告書類の自動

作成を実現している｡

これにより,これまでは紙と汎用機で行われてきた決算統計業

務のペーパーレス化･エンドユーザーコンピューティング化が進み,

総務省の決算統計業務の効率化を図ったほか,地方公共団体

へ決算統計データをフィードバックすることにより,地方公共団体

での高度な財政分析を可能とした｡

(システム稼動開始時期:2002年4月)

ト

■
+ 調査表データの収集
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地方財政決芳情報管理システムの概要

タルな亀子政府を実現した亀子

国民

■
種コンテンツ
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tPAシステムの構築

インターネット

lPA 駒

シネテÅ

債権管理

システム

鰐発･調査等

業務支援システム
(Mbroso允Proied一)

鋲

電子入札

システム

債務保証

システム

文書管理システム

(｡｡｡忍…ヨF㌫;芸a｡e.)

ナレッジ

マネジメント
システム

DoGUment

BrokeT,

HiRDB

■

監禁慧志濫,塩志㌻
経理システム 褒_/

盛砂

旅費精算システム
(APP:放かるく)

人事システム
r

鴎‰鬱

庶務支援システム
(Groupmax拡務ワークフロー)

給与シス音ム
壌...ノ′‾

動体管理システム
(APP:動体管理システム)

グループウエア(G蒜max,Gr｡UPmaXScheduler)
統合ログイン機能(S納釧eLoginManager)
lPAポータル(Mjcro50hDig汁alDashboard)

注:略語説明 APP(ApplわationProgramProduct)

*は｢他社登鐘商標など+(157ページ)を参照

t子IPAシステムの概念

情報処理振興事業協会(IPA)は,｢電子政府テストベッド+

として,内部事務の効率化と対外サービスの質的向上を目的

に,業務プロセス全体を電子化する｢電子IPAシステム+の構

築を計画した｡

日立製作所は,2000年12月からIPAに協力し,BPR(業

務の根本的改革)とシステム構築を行い,2002年4月に,この

電子IPAシステムを全面稼動させた｡

〔主な特徴〕

(1)システム化に先立ってBPRを行い,組織のフラット化,業

務プロセスの簡素化を図った｡

(2)短期構築の要請にこたえ,業務パッケージをベースに固

有要件を追加開発した｡また,個々の業務システム間でデータ

を連携し,二重入力の負担を軽減した｡

(3)インターネット経由での電子申請･電子入札を可能とし,対

外的な利便性を向上させた｡

(4)公募などの案件の管理を完全にシステム化し,予芙算,

進ちょくなどを随時参照できるようにし,管理コストを低減した｡

(5)決裁文書のペーパーレス化と決裁の迅速化を図った｡

情軌通信システム ○ミ…■誓 夢l37
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子中講･調達システムを中心とした子自治体 口対応関連製品
●●●●●●●●●●●●●●●●●■■●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●■●●●●●●■●●●●●●●●-●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■■●●■●●●●●●●●■■●●●●●●●●●●●■■■●●●●
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ッション管理メMし文書箭薪.pxl,配信
シートせ理.受け付け.アチノケーション】チノケーション動作支凍

電子決済基盤連携

認証基盤連携

住民情報

介津保険

戸籍管理

総合福祉

総務支援

財務会計

決裁基盤

文書管理

職負

ポータル

電子自治体窓口対応関連現品

具ポ-タル,電

中央省庁

佳良基本

台帳ネットワーク,

総合行政

ネットワーク

"LGWAN''

他自治体

政府が発表した｢e-Japan重点計画+(2001年3月IT戦略

本部決定)の実現に寄与するため,日立製作所は,フロントオ

フィス用として電子自治体窓口システムを含む関連製品を開発

した｡

製品は,｢地方公共団体における申請･届出等手続に関

する汎用受付システムの基本仕様+に準拠し,(1)電子申請･

届け出のための｢電子自治体窓口システム+と,(2)JACIC

(財団法人日本建設情報総合センター)コアシステムを取り込

んだ｢電子調達システム+で構成し,これらの基盤となる電子申

請･窓口基盤ソフトウェアである日立製作所の｢アプリポーター+

と連携して動作する｡

〔出荷予定時期:(1)は2003年4月,(2)は2004年4月〕

子決裁基盤を中心とした庁内業務連携製品

電子自治体の実現に伴い,庁内業務の増加が予想される｡

このため,自治体職員の業務軽減と住民へのサービスの迅速

化を目的として,日立製作所は,バックオフィス用に庁内業務

統合ソリューションを開発した｡

ソリューションを構成する製品として,(1)職員の権限に応じ

て人事情報を取り込むための業務メニューを提供する｢職員

ポータル+,(2)文書管理システム,(3)財務会計システム,

(4)総務支援システム,(5)基盤として決裁機能を提供する

電子決裁基盤システムを掟供する｡

〔出荷予定時期:(1)と(5)は2003年4月｡なお,(2),(3)および

(4)は発売中〕

厚生労働省納め
● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ●l
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システム

[車重二]
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リボジトリ

ヽ

lCカード

発行

藍
【塩

厚生労働省納め経世局システムの概要
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庁内事持運携製品の構成

住民基本
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``LGWAN''

政府認証基盤(GPKI)の府省認証局システムを厚生労働省

に納入した｡

厚生労働省は,2003年からインターネットによる電子申請を

開始する予定である｡このシステムでは,官側から発行する電

子的な公文書に官職のディジタル署名を付与するための秘密

かぎと公開かぎ証明書を発行し,管理する｡また,GPKIブ

リッジ認証局との相互接続により,電子申請における本人性

(真正性)の確認や改ざんの検知が可能となる｡
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国土交 省納め 路管理高度化システム

･大型ディスプレイでの情報モニタノング

･充実した情報のインターネットサイト

僻 幽
[亘重量変転壷】

･エ事情軸の入力･VICS送受信機能
･規制情報の入かVICS送受信機能

･突発事象情朝の入かVICS送受信機能

⊂蜜豆二][二三頭重亘コ

薗

盟欝
･自動ガイダンス(候補)の作成機能
･作成したガイダンス(候補)の自動制御機能
･タイムスケジュール(エ事予告など)機能

[頭重蜜豆麺コ触[垂痙垂直≡亘〕匝盛頭割

･各種接続機器のネットワーク監視機能

･各種接続機器の動作状況監視機能

芸讃醐

冨ニ=; 農芸蔓
蔓慧<

･各種様式での自動集計機能

･履歴情報のグラフ出力機能

伽如㌣.もーわ岩･Z

ゝご二+､Ji;ヒj

⊂盛夏二]

注:略語説明 VICS(Vehicleln†ormationandCommunicationSystem)
Cl(C8nterSy$teml)､C2(CenterSystem2)

*は｢他社登録商標など+(157ページ)を参照

適浄書理古よ化システムの鞭軍

国土交通省は,交通事故･渋滞などで道路利用者の安全を

脅かす諸問題を解決するために,高度道路交通システム

(ITS)を推進し,これまでにさまざまな道路交通情報の提供サ

ービスのほか,道路管理の高度化を目指したシステムの構築

を行ってきた｡

これに合わせて,日立製作所は,道路管理高度化システム

の構築に携わり,各種道路情報を収集し,監視,提供するた

めのシステムの開発を行った｡

このシステムの構築によって各種道路情報の一元化が図

れ,総合的な道路状況の監視ができるようになり,リアルタイム

な道路状況の把握や,正確な道路情報の提供サービスが行

えるようになった｡

金融情報システム分野における

戦略 アウトソーシング事業

近年,金融情報システムの社会的重要性が再認識さ

れてきており,システムの安定稼動が求められている｡一

方,金融機関は,競争の激化を背景として,システム開

発･運用の効率化やIT(情報技術)資産圧縮を急務とし

ている｡

これら社会と金融機関のニーズにこたえるため,日立

製作所は,2002年皮から日立製作所グループ内リソー

スを重点配分し,戦略的アウトソーシング事業を積極的

に推進している｡この事業では,日立製作所の高度な

ITやノウハウを活用して,システムの安定運用を図ると

ともに,システム開発･運用の効率化を実現する｡また,

･社会
金融機 の

金融情報システムを取り巻く環境

されて串!メ.一章定積
テみ開発｢渾用

､王こ===ゝ

事羊スキームとポイント

手 ソフトウェア資産謙譲

…ミ;′､芸…卜朗>ジョイントベンチャー設軍票く出資′･
アウトソーシングサービス提供 i

日立製作所の高度なIT･ノウハウの活用により,システムの安定運用,開発の効率化を実現

顧客の金融業務ノウハウと日立製作所の技術力との融合による金融業務ソフトウェア

パッケージの開発,XSP事業の推進

注:略語説明 ×SP(G(∋nericSeⅣjceProvider)

ジョイントベンチャーの設立や,ソフトウェア資産の譲渡な

どの手法を活用し,顧客の金融業務ノウハウと日立製作所の技

術力とを融合させ,金融業務ソフトウェアパッケージの共同開発

やASP(Application Service Provider),BPO(Business

日立羽作所の戦略的アウトソーシング一葉のフレームワーク

ProcessOutsourcing)などのサービス事業を展開していく｡

今後,この戦略的アウトソーシングを中核事業の一つと位置づ

けていっそうの拡大を図る｡
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金融バリューチェーンの構築
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現在,ⅩML(Extensible Markup Language)やウェブサ

ービス基盤の標準化が世界的規模で進んでおり,金融業界も,

システム間･業態間や,監督機関･顧客間連携などへの適用が

喫緊の課題である｡標準化された技術の利用によってⅩML

で業務データのポータビリティが実現され,従来の業務に対応

してコンポーネント化やウェブベースのアクセスが提供される｡

これにより,金融取り引きの電子化(STP:Straigbt Through

Processing)が容易に行われ,さらに金融取り引きを行う際に

参照される情報や取引結果情報の電子化(STR:Straight

ThrougbReporting)も行われるようになる｡

日立製作所は,STPとSTRを実現するソリューションを組み

合わせることにより,トータルな金融バリューチェーンを提供す

る｡STPによってスピーディーなデータ連携が行われ,STRに

よって企業の与信･決済の根幹にかかわるデータの信頼性,

透明性が格段に向上する｡

(発売時期:2002年11月から順次｡なお,プロトタイプでの提供)
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XMLによる次世代会計基盤イメージ
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収益･リスク管理ソリューション
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企業経営の先行きの不透明感が高まる中で,企業には,経

営資源を採算性の高い分野に集中的に投資することが求めら

れており,そのための経営管理の手段として,多様なリスクを

同じ基準で計量,統合し,収益性を高度に管理する仕組みが
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借用リスク管理ソリューション"CY8ERWORK''の画面例

重視されつつある｡

このため,日立製作所は,収益･リスク統合管理の分野では,

RACAR*(リスク･コスト調整後収益)のコンセプトをベースとし

た収益･予算管理ソリューション``sKATS”と``CHASER/BG'',

原価管理ソリューション"RACAR/CO”,および資産負債稔合

管理ソリューション``cHASER/AL''を提供している｡

また,リスクの計量･統合分野では,市場リスク管理ソリュー

ション"Riskfrontier”,稔合融資支援システムと連携した信用

リスク管理ソリューション``cYBERWORK”,および市場リス

ク･信用リスクを統合し,リスク資本の最適配分を行う｢統合

リスク管理ソリューション+を提供している｡

これらは,高度な金融工学技術と豊富な金融システム構築

ノウハウを融合した,顧客の事業に貢献する最先端の収益･

リスク管理ソリューションである｡

*は｢他社登録商標など+(157ページ)を参照
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社員コミュニティポータルサービス
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社■コミュニティポータルサービスの画面例

社員コミュニティポータルサービスは,

完

熟ソ. ｡

柔軟で順応性のある

ポータル基盤のASPサービスと,有力なコンテンツホルダーが

掟供する福利厚生やコミュニケーションツール,物販などのウェブ

サービスをさまざまに組み合わせることにより,低コストで早期の

ポータル立ち上げをトータルに支援するソリューションサービス

である｡

このサービスの技術的な特徴は,コンテンツホルダーや顧客

が持っている既存サービスとの連携をきわめて容易とする機能

を実装していることである｡

〔主な機能〕

(1)HTML(HypertextMarkupLanguage)加工処理機能

ブラウザ上の不要画像や広告などを削除

(2)操作情報収集機能

各画面を参照した回数のカウントなどを収集

(3)シングルログイン機能

今後,このサービスを,さまざまなウェブサービスの支援や

EIP(EnterpriseInformation Portal)構築の支援ツールと

して多方面に展開していく｡

(発売時期:2002年4月)

企業間ビジネスメディアサービス"TWX･21”

今日,製造業にとどまらずさまざまな業種で,

ビジネスのスピード化,グローバル化,および取引

先とのコラボレーションによるサプライチェーンの効

率化が求められている｡

日立製作所は,B2B(BusinesstoBusiness)

分野でのe-マーケットプレイスとして,企業間ビジ

ネスメディアサービス"TWX-21''を運営し,さま

ざまなビジネスアプリケーションを提供している｡

例えば,SCM(Supply Chain Management)

支援サービス,グローバルな資材調達のための

取引先を発掘し交渉を効率化するグローバル

ソーシングサービスなどがある｡

"TWX-21''は2002年10月現在,約1万3,000

社の会員に利用されており,さらにグローバル化
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1997年～1998年

●EDl

･情報交換

金融決済･建築業ほか

･課金サービス

･会員管理

1999年～2001年

･ウェブーEDl

･MRO集中購買

･公開見積もり

り引きの拡大
鑑滞

国内

e-マーケットプレイス連携

･モール･ショップ

･B2C決済ゲートウェイ

･B2C物流ゲートウェイ

個別システムインテグレーション

2¢d2

･グ
ッ

グローバルe-マーケットプレイス連携

†密集嶺借 ･知-パル痛報∴

･蝉決齢ふ槻イ′共有プ勤卜顛†ム
ー磯波ゲヰ和す′;マ瀬夢雛⊥噌エす

`ら真冬土ティ寛厚

サービスインテクレーシ畠ン

(e-ハブシリネーション)､

注:略語説明 ED=ElectronicData仙erchange).B2C(BusinesstoConsumer)

MRO(Maintenance,Repair,andOperatjons).ASP(ApplicationS8ⅣiceProvider)

に向けて,"E20pen”をはじめとする海外のe-

マーケットプレイスとの連携も推進している｡今後も企業個別の

プライベートエクスチェンジを短期間で構築する支援機能の

拡充などを図り,ユーザー企業のビジネスのプラットフォームを

目指していく｡

"TWX･21”で捷供するサービスロードマップ

情熱通信システム○魯魯魯⑳⑳l41
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PDA(PersonalDigiね1Assistant)や無線LAN環境など

の普及により,モバイル機器向けのコンテンツの需要が高まりつ

つある｡そのコンテンツの一つとして｢書籍+に注目し,電子書籍

を蓄積,管理する｢電子書籍蓄積管理サービス+を開始した｡

電子書籍蓄積管理サービスでは,電子書籍をデータセン

ター内に設置した蓄積･管理サーバに登録し,各配信業者に電

子書籍を提供する｡

従来は,出版社･コンテンツプロバイダーが配信業者とそれぞ

れ個別に契約し,それぞれの方式に従ってデータ提供を行っ

ていた｡このサービスを利用することにより,その負担･工数を

低減することができる｡現在,デジブックジャパン株式会社がこ

のサービスを利用している｡

(サービス開始時期:2002年10月)

出版社

出版社

電子音清書積管理サービス

電子書籍蓄横･ t子暮拝捷供サーバ

扇
管理サーバ

扇1還
書薄情報管理

売上情報管理

配信管理

･書帝彿鞍捷供

･一子一時本体凄供

システム構築･運用

日立勲作所

軸=冨
桓=害
闘

t子暮海事稚t理サービスの鞍手

宅配荷物留め置きサービス
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●■●●●●●●●■●●●●●●●-●●●●●●●●●●●●-●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●

｢スマートデポ+

｢スマートデポ+は,消費者用EC(電子商取引)で,商品配

送の効率と消費者の利便性を併せて向上させる,ネットショッピ

ングの新しい配送･受け取りサービスである｡

このサービスでは,オンラインショッピングで購入した商品を,

消費者が最寄りの受け取り店舗を指定することで,消費者の

都合のよい場所(受け取り店舗)と時間で商品の受け取りを行

うことができる｡2002年5月から,株式会社ニッセン(EC事業

者)と株式会社ファミリーマート(受け取り店舗)の組み合わせ

でこのサービスを開始した｡

このサービスでは,商品受け渡し時での本人の確認が簡単

で確実な独自の認証方式により,多様な受け取り店舗や商品

に対応できる点が大きな特徴である｡この特徴を生かして,今

後,受け取り店舗網の拡大や認証端末の取りそろえ,電子

クーポンなどと連携した新サービスの開拓を進め,消費者用EC

(バーチャル店舗)と実店舗(リアル店舗)との自由な往来を広

げることで,急速に進展するネット社会とリアル社会の接点とし

て,このサービスを拡大していく｡

魯蓉情報･通信システム

(8)受け取り･本人認証

受け取り店革

r
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ン
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ン
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ア
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レストランなど 一

{ 購入者

欝 事

n 囁

(1)購入･受け取り場所入力

(5)配送通知

宍ubium
′ スマートデポ

(7)受け渡し･

認証情

(6)指定店舗へ配送

｢スマートデポ+の稚宇

システム

酢M附D℃ヨ
サービス提供会社

株式会社スマートデポ

(2)集荷･

配送

指示

(3)集荷･配送依頼

物流業音

感

∈e事業者

(4)指定倉庫へ集荷
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ディジタル放送対応の双方 センターサービス

2000年12月に開始されたBSディジタル放送では,チューナに

内蔵されたモデムを介して利用者から情報を送信することができ,

それを番組に反映させていく｢双方向サービス+が可能である｡

日立製作所は,この双方向サービスを可能とする双方向セ

ンターシステムの構築･運営を行っており,放送事業者や番組

スポンサー(情報掟供者)のニーズにこたえて,視聴者との双

方向トランザクション処理サービス,ショッピングの決済代行サー

ビスなど,トータルなソリューションサービスを提供している｡

2003年に開始される地上波ディジタル放送に向けて,サービス

を順次拡張していく予定である｡

情報提供者

盟巨至∃
巨至司[二夏至三□

(月数勲侍所〉

決済代行
サービス

1主:暗譜芸妓明

コンテンツ
製作サービス

番組提供情報

組反映情軸

サービス履歴提供
サービス

意 理

データダース

顧客管理

サービス

尊組瀦 ･送

映像脊髄

双方向番組

番組反映情報

トランザクション
処理サービス

X.28(2.4kビント/s)

TCP/lP(計画中):

TCP/】P(TransmissionCon打OIProtocol/lnternetProtocol)

映像･双方向番組
放送

句鴨ふ鞠
視聴者

双方向番組

ディジタル放送対応の双方向センターサービスの鞭要

新世代EAlソリューション"SolutionmaxwithEAl”

``solutionmax with EAI”は,世界初の,EAI

(Enterprise ApplicationIntegration)システム構築のため

の汎用的な設計･開発ツール"eaiPalette''を中核製品とする

ソリューションサービスである｡

"eaiPalette”は,EAIシステム構築の上流工程となる｢業務

設計+から｢システム開発･実装+までのさまざまな工程にEAI技

術を組み込んだデザインメソドロジー(設計･開発方法論)を具

現化したツールである｡

これにより,特定のEAI基盤を導入しないベーシックなEAI

システムから,著名なEAI基盤を導入したシステムまでを幅広

くサポートすることができる｡

また,既存資産の再利用によってシステム全体を最新化す

る｢レガシーシステム再生支援サービス+も併せて提供する｡こ

れにより,顧客の現有資産を最大限に活用しながら,B2B

(Business to Business)に欠かせない企業間システム連携は

デザインメソドロジー 加勢

プロセス データ

インテクレーション インテグレーション

統合ビジネス

プロセス設計
出

､

.≡=三ヨ=

.､.己=≡琵 .

統合データ

モデル設岩十

インテグレーション設計

‥翰

連携部品設計

連携部品実装

デザインメソドロジーの具現化

■
盛

卜7

腰腰腰層闇藩

デザインメソドロシーを具現化した"eaiPalette”

もとより,企業内の基幹系システムの柔軟かつ有機的な統合

を,さらにスピーディーに実現することができる｡

(発売時期:2002年2月)

金 工学ソリューション

1J

[三亘垂夏至亘⊂こ垂垂頭重

兼鹿運用事務支捷ソフトウェア"Risk$COPe”の画面例

経済の不確実性が高まる中で,企業には,新しいリスク管理

手法と,事業評価手法を駆使した事業経営が求められている｡

金融工学コンサルティングセンターでは,日立製作所が培っ

てきた高度な数理工学技術と,金融機関用のソリューションで

蓄えたノウハウを融合させ,顧客の事業に貢献する最先端の

金融工学ソリューションを提供する｡金融機関･監督官庁,製

造･流通企業へのリスク管理･事業評価コンサルティング･ソリュー

ション提供のほか,日立グループの財務関連･リスク管理･資産

運用の各業務サポートも行う｡

情報･通信システム C卜‾_…… l43
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"GEMPLANET叩

GEMPLANET(ジェムプラネット)は,販売･生産･仕入れから

会計･人事までの基幹業務を統合するERP(Enterprise

ResourcePlanning)パッケージである｡製造･流通業のライン系

業務プロセスをシームレスに連携しており,CRMやSCMの基盤

となる基幹業務システムを短期間に低コストで構築することがで

きる｡

会計･連結決算の業務では,個々の企業の経営だけでなく,

連結グループ企業全体を見通した意思決定プロセスを構築する

ことで,決算の早期化やキャッシュフロー重視のスピード経営を

支援する｡

人事･総務部門などの業務では,グループ企業内で集約運営

することにより,各種申請･承認手続きで従業員や管理部門の

負担を減らし,スピードアップとコストダウンを図ることができる｡

コンサルティングからシステム導入まで一貫したサービスをそ

ろえ,業務設計からシステム運用まで,効率的なソリューションを

提供する｡

e-Mark(〉t

ごJ_AA_A
ライン系

販売管理

在庫管理

生産管理

G.EMPUINET

購買管理

原価管理

総務系

人事管理

勤務管理 _竺攣軋

_些攣叫
基本管理

経理系

会書十管理

連結決算

幽

魂

注:略語説明

SFA(SalesForceAutomation),CRM(CustomerRelationshipManagement)

MES(Man=facturingExecutionSystem),SCM(SupplyChainManagement)

GEMPLANETの業務機能胡成

コカ･コーラグループにおける
●■■■●●●●●●●●●●●●●■●●●■●●●●●●●●●●●●●■●●●■●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●一●■●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

｢SAP*棲 ソリューションセット+の構築

｢SAP標準ソリューションセット+

システムソリューション

橿準データコード

導入方法(論)

購買 製造 在庫

他システムインタフエース
ボルトオンシステム

コカ･コーラグループ
ボトラー各社への導入

済卜･tl一輝 ㌧率 ■_｢靡
∴十■㌢

コカ･コーラグループにおける｢SAP棲準ソリューションセット+の牧羊

コかコーラビバレッジサービス株式会社は,コかコーラグルー

プの情報基盤を統一し,競争力を高めるために,｢SAP標準ソ

リューションセット+を構築した｡

このソリューションセットは,ボトラー15社への効率的な導入

(より早く,よりよく,より安く)を削旨し,システムソリューション,標

準データコード,および導入方法(論)で構成している｡

日立製作所が構築支援を行ったR/3*適用のシステムソリュー

ションでは,業務プロセスの標準化や共有化によってボトラー各

社の基準の統一を行い,財務会計,管理会計,購買,製造,

在庫の基幹業務機能をカバーしている｡また,情報基盤を統一

するための標準データコードのほか,効率的な導入を図るため

の標準的な導入方法(論)も定めている｡

(システム稼動開始時期:2002年1月)

*は｢他社登録商標など+(157ページ)を参照



lnIormation & Telecommunication SYStemS

イオン株式会社の物流改革を支援する

イオン株式会社の槻センター〔左上:仙台(2001年6月にシステムが稚拙)と,

右下:兵ヰ(2002年8月にシステムが樺軸))

ロジスティクスソリューション

イオン株式会社は,世界の小売業界における売上高トップ10

を目指し,｢グローバル10+をスローガンに,さまざまな経営改革

を推進している｡物流分野では,物流ネットワークの再構築と

物流品質の向上を目指した,原価削減による経営体質強化を

目標に,2004年度までに,現在126か所に点在する物流施設

を19拠点39施設に集約する計画である｡

この物流改革の中核となるイオン株式会社の物流センター

システムに,日立製作所のWMS(Warehouse Management

System)パッケージである"HITLUSTER”が採用された｡すで

に5拠点で本稼動を迎え,物流再構築への取り組みが進ん

でいる｡

企業革新を支える 業ソリューション

"SolutionmaxforManufacturing”

製造業ソリューション``Solutionmaxfor Manufacturing

は,顧客が抱える経営･業務課題に対応し,日立製作所が

提供する解決策(ソリューション)を体系化したものである｡

豊富なコンサルティングやシステム構築の実嵐および社内業務

改革で培ったノウハウを持つ"SolutionmaxbrManu血(:山dng

により,在庫の適正化,製品ライフサイクルの短縮化への対応な

ど,さまざまな経営･業務改善が実現できる｡

鞠曳

カスタマコラボレ…ション

ERP

SCM

物流.

うこ宕1怒
研究･開

設計

と｢彗星J鴬
保守

調達 サプライヤ

サプライヤ

コラボレーション

注:略語説明

ERP(EnterprjseResourcePlanning)

SCM(Supp】yChainManageme=t)

コラボレーションを実現する"SolutionmaxforManufacturing”

エバネセント通信技術

(欄尉>チ光錦船物 諾警悪賢諾駕篭訂雲
脚ンテナ藻とレて折ず私

通信す呑｡

局

建物

基幹U州(建物間は接続)

別の基幹uNと接続できる｡

エバネセント通偶の原理

端末

鉄骨

建物内部の金属構造物

導波管の原理を建物内の鉄骨などの金属構造に用いたメガ

ヘルツ帯無線通信｢エバネセント通信技術+を開発した｡

ギガヘルツ帯無線通信で指摘されている,同一周波数使用

の無線通信問の干渉やセキュリティのぜい弱性の課題を解決し

て,特色ある無線LANソリューションの提供を実現する｡情報

制御分野でのプラント監視への応用に期待できる｡

この技術は,0.5～54MHzの周波数帯を利用するので,

(1)既存ギガヘルツ帯通信機器と干渉しない,(2)回込み性

に優れている,(3)建物内部への閉じ込め性が高いなどの特

徴を持っている｡

(製品化予定時期:2003年3月)

情稚｡通信システム C-
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住民サービス向上のための｢位置･状態認識システム+を地方

自治体に提案している｡これは,住民が携帯する専用無線端

末と行政センター内の地理情報システム(GIS)の連携により,住

民の安否確認,緊急通報,防災情報伝達などを実現するシス

テムである｡今回,このシステム用の端末技術を新たに開発した｡

〔主な特徴〕

(1)公衆移動体通信基盤が未整備な地域へも導入容易な

400MHz帯業務用無線機能

(2)GPS(GlobalPositioning System)と複数電波強度測定

の2方式併用測位機能

(3)携帯者の体動推定(歩行,転倒など)センサ機能

岡山市地域における

(4)音声ガイダンスや誤操作防止付きの通話･通報機能

(製品化予定時期:2003年9月)

行政センター

操作

端末ノ

G ノーヂ

0∧

400MHz帯無線設備

ぜ竹

＋ゞ｡空こ廿ご轡増野サデ‾タ
無き

//儲欒

無線端末

位置状態
認識サーバ

′喝諒′

三琴攣

操作画面

位置･状甘定礁システムと端末の外放イメージ

`レ

住民

ディジタルコンテンツ流通サービスシステム

経済産業省の平成12年虔補正予算｢ICカードの普及等によ

るIT装備都市研究事業+の補助を受け,岡山市地域における

｢ディジタルコンテンツ流通サービスシステム+を開発した｡この

システムは,ディジタルコンテンツ産業と地域交流の活性化を目

的に,財団法人ニューメディア開発協会が提供する共通プラット

フォーム｢広域連携情報流通基盤+を活用したものである｡

主な特徴は,(1)ICカードでの登録者認証を行って,不適

切なコンテンツ登録を防止したり,(2)コンテンツトレーシング横

能を用いて著作権保護を支援することなどである｡

(システム稼動時期:2002年3月)

●コンテンツ利用

′

､盈市民

利用者

(他地域)

二ご比丘琴■

-甲.一山■

_苧.ヲ■■

ディジタルコンテンツ流通

サービスシステム

イシタルフォl

ンテ宅鯉

フォト検索 フォトコンテスト

●コンテンソ提供

市民｢亀__

写真家

コンテンツ

lCカードによる

個人認証

フォト萱

!■l仔 細l■

甲I甲声

甲声貞可

ディジタルコンテンツ蕊通サービスシステムの全体イメージと画面例

セコム株式会社納め位置情報管理システム｢ココセコム+
●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●-●●●●●●●●●●●●●●●●-●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●

GPS衛星

凍鞭

位悪霊索幽もクもクもク

CDMA

ネットワーク

GW

GW

[垂直至三司

[転]

地図

DB

位置監視

ココセコムセンタ

位置情報管理システム

地図DB

住所DB

顧客マスタ

履歴マスタ

運用管理

ウェブ

⊆空∃

[コ

▲-_+

β
R･■

顧客野
インターネット

注:略語説明 DB(Database),R(Router),GW(Gateway).GPS(GbbalPositioning
Syst即1),CDMA(CodeDivisionMu】tipleAccess)

｢ココセコム+の概要

46lO葦 情相｡通信システム

日立製作所がセコム株式会社に納入した位置情報管理シス

テム｢ココセコム+は,GWサーバ,位置監視･運用管理サーバ,

ウェブサーバ,地図サーバ,オペレータ卓を中心に構成する｡

このシステムは,位置検索端末からの位置情報を地図にマッ

ピングし,契約者へ地図画像情報を提供するもので,該当端末

の位置･状態情報が条件値を超えた場合にオペレータ卓へ異常

を表示し,追跡監視や位置端末への制御を行うとともに契約者

への通報を行う｡

各サーバは機能単位に多重化されるので,24時間連続運転

が可能な高信頼性が図れる｡また,サーバ群は負荷分散装置

の配下にあってサービス無停止でのノード追加を可能とし,将来

の加入者増やサービス追加に柔軟に対応することができる｡
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な情報システ

ウェブアブ学i

ソフトウ

情報活用の機会が飛躍的に増加している｡日立製作所は,高僧頬,高性能,高可用

肴幅広いソフトウェアの開発に取り組み,統合システム運用管理ソフトウェア`UPl”をはじめ,

サーノで`Cosminexus”などのオープンミドルウエアを提案している｡

統合システム運用管理ソフトウエア
HJPIVersion6fAdvanced Edition”

情報技術の発展や普及が進展しており,ビジネスの飛躍的

な成長のために,情報システムへの依存度がますます高まって

いる｡また,ネットワークのブロードバンド化が急速に進行してき

ており,ビジネス環境は大きく変化しつつある｡このような環境

の変化の中で,情報システムには24時間365日の安定したシ

ステムの稼動,内外からのセキュリティ喪失の脅威への対応,

運用管理コストの最適化が強く求められている｡このような企

業情報システムを構築するために,統合システム運用管理ソフ

トウェア"JPlVersion6王AdvancedEdition''を製品化した｡

"JPlVersion6iAdvanced Edition''では,サービスの品

質を高めることを目指し,サービスアビリテイ,サービスセキュリ

ティ,サービスコストの三つのコンセプトに基づき,企業の情報

システムだけでなく,データセンターでの高度な運用･管理サー

ビスや,マネージメントサービスプロバイダーによるサービス提

供にも対応できるように強化を図っている｡
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〔主な特徴〕

(1)マルチプラットフォーム環境で,サーバからアプリケーション

までの安定稼動を支えるアベイラビリティ管理

(2)利用者増に備えたシステムの補強や的確な設備計画策

定によるサービス品質の確保と,ウェブシステム全体への影響

の迅速な分析に対応するサービス管理

(3)デファクトスタンダード製品を中心とした各種セキュリティツー

ルによる,効率的で一貴した運用を支える統合セキュリティ管理

(4)｢SANRISEシリーズ+の機能を最大限に活用し,効率的な

一元管理を行うストレージ管理ソフトウェア｢JPl/HiCommand

シリーズ+

今後,情報システムのアウトソーシング化が拡大し,ユーティ

リティコンピューティング環境が進展し,さらに,エビキクス環境

へのパラダイムシフトが進んでいくと予想される｡このような環境

変化にも柔軟かつ迅速に対応でき,情報ライフラインを支える

中核としての,統合システム運用管理製品と運用管理ソリュー

ションの開発に取り組んでいく｡

(発売時期:2002年4月)

棚■l砂柵､鵬､もーか中仙プ砂

_′】■

為義去｡;.,逮卿羞遭遵法･盛蕊戚垂′‾dゴ㌔塊さリカナ
濫 覿≡

軌こ如▲

蒜▼つI

セ◆ユリティt■･ l世ヰ▲リナ+■■÷キ1二

毒宗ぷ;1…賢監】∃宗呈三出二等ニヒ盟写】壬生転宗昇毒漑■･ヒ･ ∃

覿

射血転勤

抽
◎
◎
0
0
0
◎
血
ゐ
血

¥-9右〃 エソサべ≠寸 ′ケ軒ジ

フ丁√7ウJ-■弓･軌仁州･向′.◆廿｡亡･｢

=-1アワー-ルl由仁肘･仙l,..■･○･ヱ00Z′耶′1号:マ沐01
押叶▼一ノイ 触.】山【h州一,･･･少ヱ00

事∩?-‖ d誠糾▼恥.t▲叫…むごm′附′1ぎか細Dt

フ7イ7ウィール払こか一触rJ叫●･▼り･

=トイ7ウ寸-1･触桝1恥､l山一･叶､20m･やむ11ヱユさJ加
臥加･k.,

監:丁:
恥り何

■リPIVersion6fAdvancedEdition”の画面例と管理ソリューション(右上)

ファイルくD l宗抄★け(昏 オブシ～ン(9

2｡岬や佗･アート魂野≡テニ‾八】】ヨ

トり 嘩車線i

軽挙山一二山丁山H山〟`ヨ
術…州…■■…】仰山‾仙ヨ

情稚｡通信システム 0療 】47

一

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア



コラボレイティブEビジネスプラットフォーム●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●一●●-■●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●-●●●●●●●●-●●●●●●■●●●●●●●-●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●■●●

"CosminexusVersion5H

lソフトウエア
ネットビジネスの流れは社内を越え,ネットワークを通じての

企業間連携(コラボレーション)という新しい潮流が生まれ,

HTTP(Hypertext Transfer Protocol)などのインターネット

の標準通信プロトコルによってネットワーク上のアプリケーション

を相互にアクセス可能とするウェブサービスに注目が集まって

いる｡この新しいネットビジネスの形である,基幹業務を連携し

た｢コラボレイティブEビジネス+を支えるシステムには,ブロード

バンドの普及に伴うシステム負荷増大に対応でき｢タフさ+とネッ

トビジネスの変化に｢スピーディー+に対応する開発生産性が

求められる｡このようなニーズにこたえたものが,コラボレイティ

プEビジネスプラットフォーム"CosminexusVersion5”である｡

ウェブサービスの目指すところは,｢社内外ビジネスプロセス

のシームレスな連携+,すなわち,柔軟にシステムを連携させて

企業,組織,および人の協業(コラボレーション)化を図り,それ

を企業価値の最大化につなげていくことにある｡

このコラボレイティブEビジネスを実現するために,

Cosminexusでは,以下の三つの機能を碇供している｡

(1)社内外に分散した知的リソースを集約して提供するポー

タル機能

経営者

従業農

J-Sky*

EZweb*

ほ-ド

ンコソヾノ

A‥DP

∧ハ/`.!＼,卜Fき一

17(げゝl h

＼
･
-
､
:
.
■

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ポータル 電子政府

アプリケーション アプリケーション

Javaやウェブサービス

などの新技術への

対応

(2)社内業務と企業間取り引きのシームレスな統合を図るビジ

ネスインテグレーション機能

(3)各種業務システムを短期間に構築するためのコンポーネン

ト開発機能

さらに,CosminexusVersion5では,ミッションクリティカルな

基幹業務システムへのWeb/Java技術の適用や,ノンストップ

サービス化,ウェブサービスをはじめとする新技術への対応な

どで,｢タフ&スピーディー+をキーワードに,大幅な進化を遂

げた｡これにより,企業の基幹業務システムのトランザクション処

理基盤として豊富な実績を持つ"OpenTPl”との統合,クラス

タ構成対応などの信頼性強化,先進ウェブサービスのトータル

なサポート,業務指向ウェブアプリケーション開発ツールと業務

ソリューションリヾッケージの拡充による開発容易性のいっそうの

向上などを実現している｡

Cosminexusは,すでに多くのウェブシステム構築実績があ

り,Eビジネスを支える標準プラットフォームになりつつある｡今

後の新たな情報社会を支えるプラットフォームとしての役割が期

待できる｡

(発売時期:2002年6月)

へ㌔1♪ヽ

ノ′(寸i

企業間取り引き

アプリケーション

Eビジネスプラットフォーム

ミッショングノテイカルな

基幹システムへの

Javaサポート

ポータル

ブロードバンド時代における

ノンストップサービス対応の

クラスタ製品を投入

CqsminexusV¢rSion5

コンポーネント

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
･

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

八

ノリ

1】～】己1レト1･/

.頗取引先 妻
企業 墓

場敬御感
…済

空型
基幹菓務システム 遷
御そぅヤ…支三三諾.漆礎管脚罠7放て池亀き表ぎ

システムの

迅速な構築のための

コンポーネントと

ツールの拡充

各種業務システム 急
細 Ⅶ蜘

ビジネスインテグレーション

ウェブアプリケーションサーバ
伽openTPl”を統合

注:略語説明 PDA(Perso佃DigitalAssistant) 刈ま｢他社登諺商標など+(157ページ)を参照

CosminexusVersion5の概要
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企業内知的 産の 用を促進する
●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●-●●●●●●●●●●●●-●●●●●●●●●●●■■●●●●●●●●●■●●■■●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●

"GroupmaxVersion6f”

企業内の知的資産(ナレッジ)の円滑な活用が企業経営の

成否を握っている｡これまでの企業活動で蓄積した知的資産

の活用を促進するため,日立製作所の``Groupmax Version

6J”では以下の機能を提供する｡

(1)企業ポータル連携

企業ポータル構築を支援する日立製作所の"Cosminexus

と連携させ,Groupmaxのメール,スケジューラやワークフロー

業務を,企業ポータル上で他のアプリケーションと統合できるよ

うにした｡これにより,各業務の知的資産を集約して扱うこと

ができ,知的資産の活用が促進できる｡

(2)ERP連携

絵務業務ソリューションでは,知的資産の蓄積を促進するため,

ERP(EnterpriseResourcePlanning)システムとの間のデー

タ連携を強化した｡これにより,ワークフローで処理したデータ

が蓄積,活用でき,業務効率の向上を図ることができる｡連携

対象は``GEMPLANET/Lite'',"R/3'',および"ORACLE

E_BusinessSuite*”である｡

(発売時期:2002年7月)

*は｢他社登録商標など+(157ページ)を参照

企業ポータル画面
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+
絵務ワークフロー画面

Groupmaxメールと総額藁棒ソリューション接穂ワークフローを企業ポータル上

に統合した例

散在する情報のタイムリーな共有化を図る情報統合化基盤
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●一●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●-●●●●●●■●●●-●-●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

以HiRDBVersion6(06102)”

企業では,業務や部門ごとの個々のシステムが,異なる

DBMS(DatabaseManagementSystem)に散在して構築さ

外車ヂ+タを透過的に参照

･営ヅビをグ定義中硬筆､だけで,
こデ斗考べ†譲凍壊の変化に柔軌

ご∨∧与蔓対脚敢二′†セジ鞍グ定義は$QU由Eり書二
掠対敵′.∴

匝至重要

HiRDB

ExternalDataAccess

ー
甜iRDB圭6

■■t■

l■匡-
ORACLE DB2

■■■■ ■■■
注:*SQUMEDいSO(国際標準化機構)のSQL(StructuredQueryしanguage)での,
タほβデータの抜い(ManagementofExternatData)に関する規約〕

HiRDBExternalDataA¢¢eSSの概要

れているケースが多い｡このため,これらの情報をタイムリーに

統合することにより,既存システムを超えた分析を行い,経営

資源をさらに有効に活用したいというニーズも高くなっている｡

このようなニーズにこたえて,HiRDB Version6では,

"HiRDB ExternalData Access”により,おのおののDBMS

が管理する表を仮想的な表(ビュー表)にマッピングする機能を

提供する｡ユーザーアブけ-ションプログラム(UAP)からこの

ビュー表にアクセスすることにより,HiRDB,DB2*,ORACLE

など異なるDBMSで管理されるデータを自動的に参照するこ

とが可能となるほか,業務問にまたがったデータを高い鮮度で

参照することもできる｡さらに,統合化されたシステムでは,

データ型,文字コード,メタデータ,用語の統一といった課題を

短時間かつ低コストで解決することができる｡

(発売時期:2002年4月)

*は｢他社登録商標など+(157ページ)を参照
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できる

ス挺

lハ■ドゥエア

･編(＼謝ドゥェア転靡癖酵声-

フライン化に伴い,情報システムは,24時間365日停止しない信頼性と,急激な負荷変動に対応

日立黎作所は,これまでに増つた技術を生かし,ミッションクリテイカルサー/て,

ネットワーク製品,悪口端末などのは机ブレードサーバや水冷パソコンなど,新技術を適用

した付加価値の高い鞘晶を捷奏している｡

大規模ストレージ統合とシームレスストレージソリューションを
=●●=●●●●=●●=●●●‥‥‥‥‥●‥●●‥●●‥●●‥●‥●●●‥●‥●‥●‥●‥‥●‥●●‥●●‥●‥‥‥‥●●●●‥‥●○==●=●======

実現した｢SANRISE9900Vシリーズ+
世界最高クラスの性能,スケーラビリテイ,異種ネットワークへ

の接続性,高信頼･高可用性を実現した｢SANRISE9900Vシ

リーズ+では,運用･管理の高効率化を支援するさまざまな高機

能を撞供するとともに,ストレージ管理ソフトウェア

"JPl/HiCommand''との強力な連携により,日立製作所が目

指すスルージソリューションコンセプドTrue North,,による,

ストレージの運用･管理の簡素化･自動化を図っている｡

シームレスストレージソリューションを実現するために,サブ

システム内に"ShadowImage”や``TrueCopy”などのハード

ウェア機能を装備した｡また,JPl/HiCommandとの連携によ

り,データベースやアプリケーションシステムと統合したストレー

ジの運用･管理を可能にしている｡

SANRISE9900Vシリーズでは,API(Application

ProgramInterface)は｢オープンAPI+によって公開されてお

り,さらに業界標準のCIM(CommonInte血ceModel)を採

用することにより,他社製品との連携を強化し,インタフェース

の標準化に貢献するとともに,顧客リソースの有効活用を支援

している｡メインフレームやSAN(Storage AreaNetwork)に

加え,IPネットワークへの接続も計画しており,将来のストレージ

ネットワーク環境に対応していく｡

〔主な特徴〕

(1)サブシステムに搭載が可能なハードディスクドライブ数を

従来機｢SANRISE2000シリーズ+の2倍の1,024台に増やすこ

とにより,最大74.6Tバイトまでのスケーラビリティを確保

(2)ハードウェア内部の転送能力を従来機比で2倍以上に高

めることにより,トランザクション処理で3倍以上,バッチ処理で

2.5倍以上の最大処理性能を発揮

(3)サーバヘのLU(LogicalUnit)の割り当てを柔軟にする

ストレージプール,従来機比2倍以上の性能向上を実現したリ

モートコピー,ウェブブラウザから容易に実行できるデバイス管

理ソフトウェアなどの高機能をアレイコントローラレベルで提供

(発売時期:2002年5月)

大規模かつシームレスなストレージ統合を実現した｢SANRISE9900Vシリーズ+

50l⇔車 奉慣熟通信システム
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ストレージ管理ソフトウエア
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●■●■●●●●●●●●●-●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●■■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●

｢JPl/HiCommandシリーズ+

ハードウェアとソフトウェアの融合により,顧客の真の要求であ

る｢戦略的データ活用の実現+をサポートするための道標という

意味を込めたストレージソリューションコンセプドTrueNorth''

を2001年5月に策定し,同時に,このコンセプトを実現するため

のソフトウェア製品｢JPl/HiCommandシリーズ+を発表した｡

｢JPl/HiCommandシリーズ+は,ジョブ管理･ネットワーク管理

などの分野で圧倒的な採用実蹟を誇る統合システム運用管理

ソフトウェア``JPl”の技術をスルージ管理分野に適用した製品

である｡各種ストレージ装置やサーバが混在するSAN(Storage

Area Network)環境でストレージ運用･管理を統合的に行うこ

とにより,SANシステム全体の管理の自動化･簡素化･最適化を

図る｡このシリーズには,ストレージハードウェア管理を行う

"JPl/HiCommandDeviceManager'',データ入出力パス管

理を行う"JPl/HiCommandDynamicLinkManager”,デー

タプロテクション管理を行う``JPl/HiCommand Protection

Manager'',およびストレージシステム稼動性能･容量管理を行う

``JPl/HiCommandTuningManager''の4製品がある｡

(発売時期:2002年5月)

JPl/HiCommandシリーズによるストレージ管理
SAN環境

そ申複確率鸞琴睾琴考

"+Pl/HiCoり1mandTuningMana9er”

ストレージシステム稼動性能･尊貴管理

SAN全体の性能･零量を軍務し,
最適なストレージネットワーク構築を文様

野㌣二

ストレ叫ジハードウェア管

′異機種,複数ストレージ装
牽グラフイカルに統合制御
"JPl/HiCommand

DeviceManage｢”

"+Pl/HiCommandProtectionManager”

データプロテクション管理

棟薙なバックアップブ白セスを

臆乗化自動化

SAN

導
｢SANRISEシリーズ+

一夕入出力の負荷自動分乳
棒音時のパス自動切換

"JPl/HiCommand

Dy=amicLinkManag即”

ストレージ管理ソフトウェア｢JPl/HiCommandシリーズ+の概要

高性能とコンパクト化を実現した
●●●●●●●●●●●■●●●●●●●-●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●-●●-●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

｢SANRISE9500Vシリーズ+

市野丘実猿を実現した"SANRISE9530V'ワロアモデル(左)どSANRISE9570V”

ラックマウントモデル(右)

ミッドレンジ市場へのSANの浸透に伴い,小規模ストレー

ジコンソリデーションのニーズが増加している｡そのため,市

場で最もコンパクトな設計で高性能なディスクアレイ装置

｢SANRISE9500V+シリーズを開発した｡

〔主な特徴〕

(1)ストレージ管理ソフトウェア"JPl/HiCommand''との連携

により,ストレージ運用管理の簡素化･自動化を図り,TCO

(TotalCostofOwnership)を削減

(2)筐(きょう)体高さ3Uの高性能ストレージ｡容量は32Tバ

イトまで拡張でき,ユーザーニーズに合わせた柔軟なシステム

構成が可能

(3)シームレスなストレージ環境を支援するための独自機能を

搭載し,ストレージプール,ディザスタリカバリー,バックアップな

どをハイレベルに実現

(4)導入容易なセットモデルも提供

(5)ハイエンド市場向げ`sANRISE9900V''との統合管理も可

能となり,日立製作所のストレージソリューションコンセプト

"TrueNorth''の実現を強力にサポート

(発売時期:2002年12月)
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エンタープライズサーバ｢EP8000シリーズ+
●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●一●●●●●●●●-●●‥●●●●●●■●●●●●●‥●●●●●●●●‥●●●●●●●●●●●●●●■●●●●■●●‥●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

パソコン

lハードウエア高速裏切換

現用サーバ

EP8000630

ヽ
1ラックでホットスタンバイ

構成の収容が可能

待機サーバ

EP8000630

高僧溝データベースサーバとしてのEP8000630の適用例

各種の高信頼化機能や高可用性ソフトウェア,安定稼動を

支援する高度なサポートサービスなどにより,オープンかつミッ

ションクリティかレな業務システムの構築を支援する高性能･高

信頼UNIX*サーバ｢EP8000シリーズ+のラインアップの強化を

図るため,プロセッサを最大4個搭載できるエントリーモデル

"EP8000630”2機種(ラックマウントモデルとタワーモデル)を製

品化した｡

EP8000630は,2001年3月に発表した米国IBM社との戦

略的アライアンスに基づいて日立製作所が開発し,生産を分

担した製品である｡IBM社のPOWER4書プロセッサと,日立製

作所が開発した高速大容量レベル3キャッシュメモリの連携に

より,高い実効性能を実現している｡また,論理分割機能のサ

ポート,ホットスワップが可能なPCI規格のスロットなど,ハイエ

ンドモデル``EP8000690''の技術を投入しており,インターネット

サーバやグループウエアサーバから中規模のデータベースや

OLTP(On-Line TransactionProcessing)システムまで,幅

広いユーザーニーズに対応することができる｡

(発売時期:2002年6月)

*は｢他社登録商標など+(157ページ)を参照

エンタープライズサーバ｢AP7000シリーズ+
=●●=●●=●●=●=●●=‥●●●●●‥■‥●‥●●‥‥●●●‥●●‥●●‥‥●‥●●‥●‥‥‥‥●●‥●‥●●‥●‥‥‥●●‥●●=●=●●=●=●=●●=

情報のライフラインに向けたミッショングけイかレサーバとし

て,PowerPC*アーキテクチャ上で,オペレーティングシステム

``vOSl/LS''と"VOSK/LS''が実行できる環境を提供する

``HNSVT(HitachiNexトStageVirtualizationFeature)”を

新たに開発し,``AP7000”として製品化した｡

AP7000は,メインフレームで培った豊富な実績ある基幹業

務の資産を継承しつつ,オープンシステムとの連携･結合をさら

に強化し,エンタープライズサーバとしての優れた信頼性や可

用性を追求した新しいプラットフォーム製品である｡

業界標準幅のラックマウントを採用することにより,オープンシ

ステム･インターネット環境構築基盤として,日立製作所のアド

バンストサーバ"HA0000''ヤギガビットルータ｢GR2000シリーズ+

を同一ラックに搭載することができ,情報の安全性を高める

セキュリティ基盤を強化しているほか,オープンスタンダードに基

づいた情報システムの構築を可能としている｡

(発売時期:VOSK/LSモデルは2002年6月,VOSl/LSモデ

ルは2003年3月の予定)

*は｢他社登録商標など+(157ページ)を参照

蓉情報･通信システム

･ブロードバンド環境への対応
･オープンシステム･インターネット

環境との連携

モノ イル

一ヽ

J

■主

意客

ブロードバンド

AP7000

AP7000

システム

基幹
データベ【ス

_基幹アプリケーション

"VOSKルS”

′

醐

HA8008シリーズ

QR2000シー+-ズ

HA8000-j母シリーズ

情報のライフラインを支えるエンタープライズサーバ｢AP7000シリーズ+
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静昔水冷システム搭載のノート型パソコン

｢FLORA270Wサイレントモデル+

ソフトウェア情報処理の高度化と高性能化に伴う,パソコンの

消費電力と発熱量の増加に対応して,世界初の静音水冷シス

テムを搭載したノート型パソコン｢FLORA270Wサイレントモデ

ル+を開発した｡

このパソコンは,冷却液を使用して液晶ディスプレイ部で放熱

するという革新的な方法により,フアンレス化と30dB以下の静音

を図り,空冷式によるフアンの騒音と排気発熱の課題を解消す

るものである｡

(発売時期:2002年9月)

辞書水冷システム搭載のノート型パソコン｢FLORA270Wサイレントモデル+

高密度実装パソコン用ブレードサーバ｢HA8000･bdシリーズ+

インターネットの拡大に伴う,各種サーバ設置スペースの増大

やサーバ運用管理コストの増大といった課題を解決するために,

高密度実装かつ高度運用管理機能を持つブレードサーバ

｢HA8000-bdシリーズ+を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)2Uのユニットに最大16台のサーバブレードを搭載

(2)サーバ全体を停止することなく,ブレード単位での増設･交

換が可能

(3)ブレードサーバへの一括OSインストールが可能

(4)当社従来機比で消費電力を半減

(発売時期:2002年8月)

ブレードサーバ｢HA8000-bdシリーズ+

次世代標準】tanium*アーキテクチャ 載の高性能･高信頼サーバ
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●-●●一●●●●●●●●●■●●●●●一●●●●●●●●●■■●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■●●●●

｢HA8500シリーズ+

J■■■冒:ここ

｢HA8500シリーズ+630モデルのシステム猿正

インテル社のItaniumアーキテクチャのプロセッサを搭載した

エンタープライズサーバ｢HA8500シリーズ+を発売した｡最新鋭

の64ビットItaniumアーキテクチャは,将来の業界標準と予想さ

れており,高性能化に多くのアイデアが採用されているので,価

格性能比に優れた製品を提供することができる｡

この｢HA8500シリーズ+では,1台のサーバをあたかも複数の

サーバとして利用するMLPF(Multiple LogicalProcessor

Feature)機能や,メインフレームで培った技術を投入した独自

のチップセットにより,高性能と高信頼性が図れる｡

(発売時期:2002年7月)

*は｢他社螢録商標など+(157ページ)を参照

情報｡通信システム 0 ‾■l53
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高僧頼･高可用性PCサーバ(フォールトトレラントサーバ)
●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●-●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●■●●●●●■●●●●●●●

｢HA8000･ftシリーズ+

lハ■ドゥエア
利用技術が急速に進化し,成長し続けるインターネットビジネ

スに対応する高信頼･高可用性PCサーバとして,フォールトトレ

ラントサーバ｢HA8000一氏シリーズ+を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)高信頼性:ハードウェアを標準で冗長化することにより,

ハードウェア障害発生時でもシステムの連続稼動が可能

(2)高可用性:ソフトウェア方式で二重化を図るPCクラスタ

システムに比べて,標準のソフトウェアアプリケーションを使用す

ることができるので,安価で容易なシステム構築が可能

(発売時期:2002年4月)

旅行業用の新患口端末システム
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●

乗車券･特急券,座席指定券,航空券の発券,宿泊の予約

など,旅行業に関するさまざまな機能を持ち,デザイン,使い勝手,

コンパクトを重視した旅行業用の窓口端末システムを開発した｡

2002年度Gマーク選定商品に認定されたこのシステムの中心

となるセントラルユニットでは,従来別々の装置であった制御部,

表示部,および入力部を一体化することによって設置スペースを

従来比約÷としたほか,RAID(Redundant Array of

InexpensiveDisks)やECC(ErrorCheckandCorrection)

メモリの採用などで高信頼性を図った｡発券プリンタでは,｢2色

直接サーマル紙+の採用により,コンパ外化,信頼性向上,簡

易操作性を実現したほか,ロール紙のスロットイン装てん機構に

フォールトトレラントサーバ pclモジュール

PCl

カード 搬蓄積出
と

切り撫し籠理
･●--◆

CPUモジュール

メモリ

帝着後出 プロセッサ

論理
チップト2ウェイ

セット

包一●→
PC】

カード 幹専横出
と

切りlし漁理

◆→
雑著積出

輸理

メモリ

プロセッサ

チップ1～2ウェイ

セット

フォールトトレラントサー/て実現のた時の付加部分

注:略語説明 HDD(HardDiscDrive),PCl(Periphera】Componentlnterconnect)

フォールトトレラントサーバのブロック図

より,用紙交換作業の簡素化を図った｡

(発売予定時期:2003年1月)

常
に

璽
処
理
を
実
行

旅行業用の窓口靖夫システムのセントラルユニット(左)と発券プリンタ(右)

中国金融機関用の多機能･大容量還流型ATM
●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■■●●-●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●

新型紙幣還流機構の搭載によって省スペースと大容量化を

図ったロビー設置型ATM(現金自動取引装置)の技術を生か

し,通帳印字機能とマルチメディア機能を持ち,壁面設置など多

様な設置形態に対応できる,中国金融機関用の多機能･大容

量還流型ATMを開発した｡

新型の世界対応紙幣還流機構の大容量化(収納紙幣容量:

最大9,000枚)によっていっそうの長時間無人運用を可能にした

ほか,通帳印字機構の搭載により,通帳取引業務に対応できる

ようにしている｡さらに,15型液晶ディスプレイにファンクションキー

とタッチパネルを装備し,ウェブ対応ソフトウェアを採用することに

より,勘定系業務と情報系業務の連携を実現したほか,マルチ

541●J…≒夏 季情報･通信システム

メディア機能により,相談業

務やチケット販売などへの対

応も可能とした｡

(発売時期:2002年9月)

入出金機能,盲己傾機能,およぴマルチメ

ディアキオスク機能の3機能を一つにま

とめた,中国金融機関用の多襟能･大容

量還流型ATMl`HT-2845Aけ



ヽ 少トワークシス ム鞠パ

ブロードパン陳ツトワークが社会のライフラインとして浸透し,ネットワークには,いっそうの多様化･セキュリティ

強化･軽済性な空蝉求められている｡日立グループは,これらの要求にこたえるIPv6に早くから注日し,対応する
システムを醜,∴癖品叱してきた｡光トランスポート,モバイルアクセス,コンテンツ配信など,種々のシステムと

連携し,専門キャリヤや企業のための各ネットワークソリューションを提案している｡

ギガピットルータによるIPv6対応

IPv6(Internet ProtocolVersion6)の仕様が確立してか

ら数年がたち,オペレーティングシステムやルータ,アプリケーショ

ン分野などでIPv6の本格的利用に向けた動きが活発化して

きている｡このような状況の中で,日立製作所は,IPv6機能

実装の充実性と先進性の面で評価を受けているギガビットルー

タ"GR2000”によるシステムインテグレーションを提案している｡

〔主な特徴〕

(1)豊富な構築経験と多様なユーザーへの納入実蹟

従来のIPv4(IP Version4)ネットワーク構築での高い技術

力･経験･ノウハウとIPv6製品とを融合させ,ワンストップでIPv6

の世界ヘスムーズな移行を実現する｡研究用IPv6テストベッド

や企業の社内IPv6ネットワークとして,さまざまなユーザーに納

入している｡

(2)GR2000の特徴を十分に生かしたソリューションの提供

GR2000では,IPv6ルーティングを専用ハードウェアで高速に

固G?E
CRL沖縄
(GR2000-10)

看護大学

(GR2000-10)
GbE

OTNet名護
(GR20()0･10)

GbE

QbE
■

GbE′

GbE

KDDt那覇

(GR2000-20H)

OC-3ATM

(重)

琉球大学

(GR2000-10)

沖縄大学
(GR2000-10)

JGN

システムインテグレーション

処理することにより,高性能かつ低遅延なIPv6ネットワークの

実現が可能である｡また,RIPng(RoutingInformation

Protocol,Next Generation),OSPFv3(Open Shortest

Path First Version3),BGP4＋(Border Gateway

ProtocolVersion4Plus)やマルチキャストなど,最新のIPv6

ルーティングプロトコルを使用したネットワークを構築することが

できる｡

(3)ネットワーク管理を含めたIPv6トータルソリューションの掟供

デュアルスタック,トンネリング(IPv60VerIPv4,IPv40Ver

IPv6),トランスレーションなどの移行技術を用い,既存のIPv4

ネットワークとの通信を確保しながらスムーズにIPv6への移行

を行う｡また,IPv6対応DNS(Domain Name System)サー

バや,メールサーバを構築し,統合システム運用管理ソフトウェア

"JPlVersion6～''によるIPv6ネットワークの管理を行う｡

KDDl大阪

(GR2000-20H)

GbE

CRLけいはんな

(GR2000･10H)

OC-12ATM

(垂)
OC-3ATM

KDDl

研究所

l亘ユ｡E?bE.GbE
KDDl新宿
(GR2000-20H)

GbE

KDDl大手町

(GR2000-10H)

OC-12ATM

東京

OC-12ATM

東京大学(柏〉

(GR2000-10H)

注:略語説明

CRL(Communicat旧nSResearchLaboratory;独立行政法人通信程合研究所)
OTNet(沖縄通信ネットワーク株式会社),KDDl(KDDl株式会社)

JGN(JapanGigabitNetwork),GbE(ギガビントイーサネット*)
OC一(Optica】CarrierLebel),ATM(AsynchronousTransferMode)

*は｢他社登録商標など+(157ページ)を参照

ギガピットルータによるIPv6ネットワーク構築事例一独立行政法人通信混合研究所のIPv6広域テストベッド(上)-と,ギガピットルータの製品群(左下)

情報｡通信システム C卜 l55
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企業ネットワークに対応するIPv6ソリューション
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■■●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●-●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●■●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●

lネットワ■クシステム
企業活動の多様化とともに,無線LANインターネットを経由

したモバイルアクセスや,マルチキャストによるコンテンツ配信な

ど,IPv6フうミ有効とされるネットワーク利用形態の拡大が進んで

いる｡企業ネットワークを更改する場合,速度,QoS(Quality

ofService)やセキュリティなど,今後数年間にわたるニーズを

見極めなければならないが,普及が予想されるIPv6対応の可

否もネットワーク設計や機器選定のポイントの一つとなる｡

日立製作所のIPv6対応製品である``GR2000”や"JPl''では,

IPv4での高性能発揮にとどまらず,少ない追加投資でスムー

ズにIPv6への移行が容易なネットワークを可能とする｡

IPv6/IPv4両ネットワークは安定に共存できるので,既存の

IPv4設備を計画的･段階的に更改していくことができる｡

日立製作所は,数々のIPv6実験で培ったノウハウをフルに

生かし,標準化中のDHCPv6-PD方式のような先進技術もニ

ーズに合わせて積極的に活用している｡コンサルテーションか

ら運用･管理まで含めたトータルネットワークソリューション商品

``Compassport/EX''を提案し,今後の企業ネットワークに要求

されるさまざまな課題に対応していく｡

支社 支店情報サーバ

国国
"GR2000”

広域サービス鮨

iDC

顧客情報

"GR2000M

I印加料亭才シタ∵皐ウト

鞄

■■

鮎
営業活動

マルチキャスト

配信

1

撃叫/
盛癖

在宅業務

本社IPv4/lPv6ネットワーク
へ

れ
オフィス

肝v6ルータ"GR2000” "JPl”

業務b､ 情報サーバ群

統合システム

運用管≡哩

囲

注:略語説明 jDC(】nternetDataCenter),lPv4りnternetprotoco=/ersion4)

】Pv6(州ernetProtoco】Version6),P【)A(PersonalDigitalAssistant)

旧(】nt即netProtocol),汀S(lntemgentTransponSystems)

lPv6時代の企業ネットワーク

小型ルータ｢GR2000Bモデル+とHGRlOOO叩
●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●-●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●-●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●■--●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●■■

サーバなど

または

ネットワ丁クサービス

センター

拠点

センターまたは拠点ルータ

(例:GR2000Bモデル)

拠点 拠点

拠点

拠点

拠点

センタール一夕

(例:GR2000Bモデル)

リモートルータ

(例:GRlOOO)

拠点

サーバなど

槻

拠点

拠点

ワーク

GR2000BモデルとGRlOOOを適用したネットワーク構成例

5$lO-･-
-_情軌通信システム

ブロードバンドの急速な進展や,広域イーサネットをはじめと

する安価なネットワークサービスの普及により,通信事業者だけ

でなく,企業や公共機関,自治体などでもルータの導入が活

発となっている｡このため,安価で高機能,高性能のルータで

ある｢GR2000Iiモデル+どGRlOOO”を新たに発売した｡

〔主な特徴〕

(1)各種ネットワークサービスに接続するための回線種やプロ

トコル(通信手順)に対応し,専用線並みのセキュリティを実現

する機能も持つことから,さまざまな環境で使用することがで

きる｡

(2)膨大なアドレス空間を持つ次世代インターネットプロトコル

であるIPv6に対応しており,現行のプロトコルであるIPv4から

の各種移行支援機能も装備している｡

(発売開始時期:GR2000Bモデルは2002年4月,GRlOOOは

同年8月)
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小形･高性能IPv6対応

ブロードバンドアクセスゲートウェイ以AG8100H

IPv6ネットワークへの対応として,ブロードバンドアクセス

ゲートウェイ"AG8100”を製品化した｡AG8100では,パケット転

送処理をネットワークプロセッサで行うことにより,ハードウェアの

高速処理と,ソフトウェアの柔軟性を同時に実現している｡高

速かつ多様なインターネットアクセス環境には,高スループットの

パケット転送処理で対応する｡さらに,前モデル比で÷のコン

パクトな高さである2Uサイズ(89mm)のシャーシに,｢ギガビッ

トイーサネット×6回線+と｢100メガビットイーサネット×16回線+

を実装している｡

ADSL

て:他召
E=:こユニ

DSLAM

CATV F『 メ

E萱書∃

CMTS
"焔$珊ニ8き,､:′

p

FTTトノ謡

AG8100を便つたブロードバンドアクセス用の構成例

8100-B”

網

ムタ細)

適用先に応じて,ブロードバンドアクセスサーバモデル

``AG8100-B”と,アドレストランスレークモデル"AG8100-T”をそ

ろえた｡通信事業者の局舎での省スペース化を可能にしたこ

とにより,特に装置の小形化が要求されるネットワークに適する｡

また,小形の利点として,ユーザーの増加にスケーラブルに対

応できる点があげられる｡

(製造元:株式会社日立コミュニケーションテクノロジー)

(発売時期:2002年7月)

=⊃v4

1SP網

噸
"AG8100一丁”

81∝トB”

!Pv6

1SP網

インターネット 注:略語説明

ADSL(AsymmetricDigitalSubscriber

Line)

DSLAM(DigitalSubscriberLineAccess

Multiplex8r)

CMTS(CableModemTermination

Syslem)

FTTH(FibertotheHomt∋)

MC(MediaConverter)

lSP(lnternetServiceProvider)

シームレスなメトロコア用DWDMソリューション

メトロコア用DWDMシステム"AMN6050”

通信事業者やISP(htemet

Service Provider)のバック

ボーンとしてダークファイバの

利用が一般化する中で,ファ

イバを有効活用するDWDM

(高密度波長多重伝送)シス

テムの導入が進み,ロング

ホール系DWDMシステム

"AMN6100''で培い,10G

ビット/s伝送のノウハウを継承

したメトロコアDWDMシステ

ム"AMN6050''のネットワーク

ソリューションを提案中である｡

単なる機器提供にとどまらず,

短期間でDWDMネットワーク

設計を行うため,サイトサー

ベイなどの支援サービスを行っ

ている｡

〔主な特徴〕

(1)SONET/SDH,10GbE(10ギガビソトイーサネット)やGbE

(ギガビットイーサネット)を効率よく収容

(2)新規開発のBMM(BandManagementModule)のバン

ド分割機能により,波長ごとに指定のルートヘ振り替えが可能

(3)"AMN6100''と組み合わせることで,ロングホール系とメト

ロ系で伝送特牲が異なるDWDM伝送をシームレスに融合

(4)メトロ向けシステムにもかかわらず,長距離スパン(80km

超)や異種ファイバが混在するルートでも,同一システムで柔軟な

ネットワーク構築が可能

(製造元:株式会社日立コミュニケーションテクノロジー)

(発売時期:2002年5月)
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B･PON 光アクセス装置
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高速インターネット回線に適用するB-PON(Broadband

PassiveOpticalNetⅥⅦrk)商用機を出荷した｡

この装置は局側B-OLTと加入者側B-ONUで構成し,イー

サフレーム信号を光信号に変換し,光波長多重によって1本

の光ファイバで伝送する｡光伝送方式は国際標準のITU-T勧

告G.983.1,G.983.4に準拠し,光ファイバと局装置を最大32加

入者で共用することにより,加入者当たりの回線コストの低減

と,局装置の省スペース化を図っている｡また,加入者ごとの

上り伝送帯域を,動的に固定帯域とベストエフォート帯域に割

り当てることができる｡

(製造元:株式会社日立コミュニケーションテクノロジー)

(西日本電信電話株式会社への出荷開始時期:2002年8月)

/10BAS[一丁/
100BASE一丁X

加入者側

オ

622Mビット/s

156Mビット/S

B-ONU′プ

よ
♂
β′

㌔

光

スプリッタ

最大

32分岐

局側

B-OLT

注:略語説明 B-ONU(B｢OadbandOpticalNetworkUnit)

B-OLT(BroadbandOpticalLineTerminaけ

B-PONシステムの構成

lP

網

100BASE一丁X

標準化対応メディアコンバータ｢HElOO･SRC/SCCシリーズ+
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

FTTH(FibertotheHome)をはじめとする高速イーサネッ

ト接続サービスを提供するメディアコンバータ(MC)｢HElOOシ

リーズ+を発売した｡

単体型MC

集合型MC

棲準化対応メディアコンバータの外観

この装置は,局側の集合型MC``HElOO-SCC”とユーザー宅

側の単体型MC``HElOO-SRC''で構成する｡イーサネット信号

(電気)を光信号に変換し,光波長多重技術を用いることにより,

100Mビット/sの回線信号を1本の光ファイバで最大40kmまで

双方向伝送を行う｡社団法人情報通信技術委員会仕様書

(TS-1000)準拠により,異ベンダー問との接続を可能としている｡

(製造元:株式会社日立コミュニケーションテクノロジー)

(発売時期:2002年3月)

lMT･2000バンド対応1xEV･DOシステムの基地局
●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●■●●●●●●●●●●●●●■■●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●-●●○◎8000匂0000●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

第三世代移動通信システム用として国際電気通信連合

(ITU)で勧告化されたIMT-2000(InternationalMobile

Telecommunications2000)バンド対応の1ⅩEV-DO(1Ⅹ

Evolution-DataOnly)システムの基地局を世界に先駆けて開

発した｡

主な特徴は,基地局局舎への設置条件を緩和する小形設

計〔設置面積:30×40(cm)〕であることと,ケーブル損失を減ら

すためのアンテナ直下型大電力増幅装置と光インタフェースを

配備していることである｡この基地局は世界共通の周波数帯

に対応しているので,地球規模でのシームレスな高速モバイル

パケット通信が可能となる｡

(製造元:株式会社日立コミュニケーションテクノロジー)

(稼動開始予定時期:2003年4月)

5$lO･‾‾‡ 一
倍軌通信システム
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lMT-2000バンド対応1xEV･DOシステムの基地局(左)と大電力増幅装置(右)の外牡
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ネットワーク コンテンツビジネスを支える

ディジタルコンテンツビジネスの普及に伴い,ウェブトラヒック

を監視,制御する技術が注目されている｡エビキタスなインター

ネットアクセス環境が広がる中で,ネットワークで発生するウェブ

トラヒッタは,特定の時刻に特定のサイトに集中する傾向が高

く,ウェブサイトやネットワークをしばしば痛棒(ふくそう)させる

要因になっている｡このため,ネットワークの中で発生している

トラヒッタをリアルタイムで監視するとともに,異常な痛棒に対し

ては適切な処置を速やかに行う制御手段が必要となる｡

このため,ユーザー認証やコンテンツ課金などのコンテンツビ

ジネスの基盤を提供するウェブゲートウェイシステムで,リアル

タイムに負荷状況を監視し,トラヒッタに対する集中制御が行

える集中監視機能を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)地理的に分散したゲートウェイシステムをセンターに配備し

た監視システムにより,集中管理が可能

(2)ウェブインタフェースにより,システムの負荷状態をビジュア

ルに表示

ウェブゲートウェイシステム

(3)混雑しているウェブサイトに対するトラヒックの制限や,ア

クセスの規制などの制御を,すべてのウェブゲートウェイに対応

して一括操作で行うことが可能

(発売予定時期:2003年1月)

統合管理･複数のウェブゲwトウェイを集中監視
システム ･発生トラヒック量をウェブ画面にリアルタイム表示

･一括操作によるトラヒック制御(アクセス規制など)

重義表象-

コンテンツ提供者

タ■

碑≦J写

孝三:;汚秦野;…葉･､‡
;;一帖｢･÷≡ミ､や′;
｢-!･--モー-l

′′･Lや:､

……〉…漆言照準要妻′･‡′′､≡漆芸ノ柴;-･-ミーー⊥-+〒--
】

√-==--†千万〆■

ゲーム･

ビジネス用ソフトウエア

､---1-崩≠ぜ

｢脚

セ
ス

{網
慶亀二

摺

i･､ン､.ミ′こ､弓∧き～告■てミご芯′ノ√ノ

､′･人､

ノミ慧.毒筆不準黎"く､至ニ

ミーノ′撃′ヱ

音楽,ビデオ

コンテンツ

`｢か≒幣【

E-コマースサイト

;≡′.…′;ヨプロクシサー川茎葉鷲≡葦妻′ニ､′≡賛至繁…′＼菜熱く
･トラヒック量モニタ

ウェブゲートウェイシステム ●トラヒックコントロール(規制など)

(.卿ご･発寒な紳‾コ.㌢華努ツビジ轟ネ申

ウェブゲートウェイシステム用競合管理システムの和事

企業内のイントラネットアクセスをサポートする

PHSブラウジングソリューション

ブラウザ機能付き携帯電話の普及により,いつでもどこでも,

いわゆるエビキタス環境でのインターネット接続が可能となった｡

また,企業のPBX(構内交換機)での構内PHSの利用率も

｢CX空000シ■蜜+芝警
幻〔

〉
～

r

l

J

7r て｢

r｡胤 l】

l

■Jヰユノ
小

･三NTTドコモ･+フォン･ツーカー･auの携帯電言舌

ニンiモードなどの･ノぎ=

携帯網′-■′
芯㍗ 郊や浣

.′背≠ノ号′′:き津榔孝湾‥-･

･･′…｢葡1∴引･と】ほミ.■_′
⊇F

j

･.～淋､≡･′:二

｢､､三こ､′さF実父ゝ､ミ′さ;′;､′ミけァイアウォールト】

【】き､(･‥ヨルータlく､

`′′≡､妄､:顎′≡=≦三一人ゝ÷詣:ニ
∴′≠蔓毒梅磁舜鵜二軸誠鞠表軸)､ぎ.凍葦奪睾対韓蝉､妄柵秘軸≒>､､■秘錦≠癖;■勝春≡;妻

項目 ベーシック 寮丁彰毎夕耽【蛤.芸プ､芸デ･ミ三≡ミミ三二■符′こてをミ′ご

Eメール連携･
文字メッセージ

◎ ÷;〉･■◎:≡∨ノ′‾′
家ニ､･∧･ミま漆､′‡､･′､･

データベース連携 × ､ノ′′_■′β′′′∴′ン
真峯一軍-タ々汁.対納ノ､ごて…‡㌻;:実感:三∧…､三_ノ

ノ･壬革熊襲や轟勧

携帯からのアクセス × ∴X二や′′
チ､ミミ､′′′∨､､■漆∨､り･二三

注2:記号説明 ◎(適),○(やや適),×(不適)

PHSブラウジングソリューションのラインアップ

年々高まり,現在では半数を超えるPBXに,構内PHSシステ

ムが装備されている｡

このため,ブラウザ対応のPHS端末の発売に合わせ,(1)

構内PHSの電波を使い,(2)PHS端末で,(3)イントラネットに

接続する,｢PHSブラウジングソリューション+を発売した｡電子

メールとの連携によってメールの着信をPHSに通知する機能

と,メッセージを同時に通知する機能を核とした｢ベーシック+,

データベースとの連携によって一部業務をPHSのブラウザ上

で実現する｢ベーシックPLUS+,さまざまな業務の取り込みや

外出先からの携帯電話でのアクセスも可能とした｢プロ+の三つ

のタイプがあり,低次ステップアップが可能である｡

｢PHSブラウジングソリューション+では,パソコン上の業務を

PHSで行うことができるので,パソコンを持ち歩くことができない

ホテル･病院･デパート工場などで働く人たちもイントラネット環

境下で業務に対応することができる｡

(製造･販売:株式会社日立コミュニケーションテクノロジー)

(発売時期:｢プロ+は2002年1月,｢ベーシック+と｢ベーシック

PLUS+は同年7月)
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高度化するビジネスアプリケーション用に,ネットワーク基盤上の

さまざまな機器からデータを収集し,課金が可能な情報に変換

するⅣメデイエーションソリューションを開発した｡統合プラットフォー

ムとして,提携パートナーであるⅩACCT Technologies Ltd.

のリアルタイムメデイエーションパッケージを採用することで,即

時性が求められる次世代サービスに対応することができる｡

今後,IPv6機器と連動させるなど,IPサービスの収益基盤プ

ラットフォームとして,ソリューションの拡充を図っていく｡

(発売時期:2002年7月)

XACCT統合プラツトフォームの適用例

加入･契約

コンテンツ

プロバイダー

竺l

料金精算

配信サーバ

コンテンツ

ユーザー -ザー

工料金唾徴収工

情報量･通信量による課金

(後払い,前払い)

卜

ログ情撃l
配信サwバ

コンテンツ

次世代コンテンツ

題客

空

"XACCT”

第3世代
インタフェース

パケット

情報

M伯など

プローブなど

モバイル基盤

コンテンツ

C蒜窒蒜蒐フーク
ログなど

方き夢

注:略語説明 CRM(CustomerRelationshipManagement)

RAt)lUS(RemoteAuthenlicationDiaトinUserSenバce)

MIB(Mana9emen=nformat旧nBase)

､ウェブサーバ
メールサーバ

IP基盤

lPコミュニケーションサーバNETTOWERHCX80001PH

PBX(構内交換機)の優れた機能･性能を生かしつつ,オフィ

ス内のフルIP化とモバイル通信環境を実現するIP-PBX用IP

従来端末

靡

虞顧

1P端末

ルータ

スイッチングハブ

CX80001Pによるシステム捕成例

lP綱

公衆網

"CX80001P”
--｢′一･-卜⊥･′･‾ 一う1一三二+山ご

㌻-‾:ダニ諸i･芯だことr搬叫‾
､

慧与≡慧蔓.竺■ぎ

コミュニケーションサーバNETTOWER"CX8000IP''を開発

した｡

〔主な特徴〕

(1)IP多機能電話機に加え,一般電話機,PHS基地局

(BS:Base Station),ディジタル多機能電話機,G3規格の

ファクシミリなどの端末を接続することができ,従来のPBXと同

等のサービスを実現

(2)リアルタイムOS,ディスクレス構造,制御系二重化,バッ

テリ内蔵などにより,従来のPIiXと同等の信頼性を確保

(製造∵販売:株式会社日立コミュニケーションテクノロジー)

(発売時期:2002年7月)

コンテンツ配信システム構築ソリューション

大手通信キャリヤやインターネットサービスプロバイダー(ISP)

は,ブロードバンドネットワークの高速･大容量と双方向性を生か

した映像や音楽などのリッチコンテンツによる新たなサービス事業

を開始している｡

そのため,日立製作所は,コンテンツ配信システム構築ソリュー

ションとして,(1)広帯域･高品質な映像配信システムと連携

した,著作権管理と電子透かし技術による著作権管理･保護ソ

リューション,(2)コンテンツ管理の一元化と自動化を,運用管

理ツールを用いて実現する統合運用管理ソリューション,および

(3)大容量コンテンツをコンテンツ配信ネットワーク(CDN)上で

効率よく収容し,高速アクセスを実現するSAN(Storage Area

Network)やNAS(NetworkAttachedStorage)を利用した

統合ストレージソリューションを提供する｡

(提供開始時期:2002年11月)

餌lO 情報･通信システム

ネットワークサービスプロバイダー

セキュリティ製品
ノ 認証･課金

サービス体系 ゾ+ユーション

コンテンツ管理
‾ソリューション

‾′‾′一■■′掛是認恩留センタ局

硯豊三′ぎン言碍コンテンツ

コンテンツ配信サーバ

/幸作権管卦保謙′′
権管理､∴ ソリューション

囁壷義士ニ7二お

広帯域アクセスサーバ

エンドユーザー

{

者爵
n

ll

ソリューション

エッジ局

‡蒜だヾ

ウェブゲートウェイ

ソリューション

セットトップボックスなど

+
最
速
｡
ハ
ッ
々
ノ
ポ
ー
ン通信品質管理

ソリューション

=‡郎言リケ▲シヲンサ‾ノで≠巧

大容量･大規模ストレージ

端末 統合運用管理ソリューション

‾‾‾情報分析･診断ソリューショ㌢

コンテンツ配偶システム構築ソリューションの概要

統合ストレージ
ソリューション

懲

顎芝=:

銀行,証券

づ甥聖:=一

巻ニ:
ソフト音楽,
ビデオ

コンテンツベンダー

放送局



汀と無線L礫

製作所耽

映像情

日日

映像･情報
合により,いつでも,どこでも接続が可能なユピキタス情報環境が整いつつある｡日立

機器に無線LAN技術を導入し,新しい業務形態の提案や業務効率の向上を目指した

2.4G/5GHz等の無線LANシステムに加え,無線LAN内蔵の

監視用ディジタルレコーダ

記録媒体にハードディスクを用いたディジタルレコーダ``DS-

H300''(カメラ16台接続対応)と"DS-H200''(カメラ9台接続

対応)を開発した｡
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〔主な特徴〕

(1)ネットワーク機能

100IiASE-TXイーサネットポートを標準装備

(2)アラーム機能

アラーム発生前の映像･音声を記録するプリアラーム記録の

長時間化

(3)大容量化

240Gバイトの内蔵ハードディスクに加え,外部増設ユニット

(ハードディスクドライブ)が接続でき,いっそうの大容量記録

が可能

(発売時期:2002年8月)

監視ビデオカメラシステム用ディジタルレコーダ"DS･H200''の外観と映像例

ワイヤレスとネットワーク対応の液晶プロジェクタ

ウルトラポータブルの最新モデルとして,幅広い用途に対応

した液晶プロジュクダ`CP-Ⅹ885''を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)高輝度3,5001mと短焦点･1.5倍のズームレンズにより,教

室などでの設置場所の自由度を拡大

(2)ジョグ(回転)ダイヤルとワンタッチボタンの搭載により,自動

入力選択,自動キーストンなど簡単操作

(3)ネットワーク対応のほか,IEEE802.11bによるワイヤレスプ

レゼンテーション,複数パソコンとの同時接続による4面マルチ

画面表示,内蔵ウェブサーバによるブラウザでのリモート監視･

制御が可能(別売りオプション)

(発売時期:2002年11月) ワイヤレスとネットワーク対応の液晶プロジェクタ``CP-X885”

無線LANを内蔵した携帯情報通信 夫

扶育情報通侶端末"NPD･10JWL”

携帯情報通信端末"NI℃-10JWI二'

を企業用として製品化した｡

〔主な特徴〕

(1)シンプルでコンパクトな手のひら

サイズで軽量(155g)

(2)ペンタッチ操作と側面のジョグ

ダイヤルにより,操作が簡単

(3)内蔵した無線LAN(IEEE802.11b準拠)と,無線LAN接

続性の高いWindowsCE.NET*の搭載により,無線LANアク

セスポイントを経由してブロードバンドネットワークに簡単に接続

(4)cpuにインテル社のPXA250アプリケーションプロセッサを

搭載し,横置き表示のブラウジングや全画面での動画再生など,

マルチメディア機能を充実

(発売時期:2002年6月)

*は｢他社登録商標など+(157ページ)を参照
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高速ワイヤレス 境を実現する無線LANシステム
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ハブ 2.4GHz帯の電波を利用する,従来の転送速度11Mビット/s

l映像●情報機器
無線LAN

内蔵モデル

凄一一書

仙
.
.
1
+

アクセスポイント

亀4GHを帯

1う∠鞍恥牝鍔帖′〉

‾吼叫て

仙ノ叫恥▲叫㍊プ‾,′､ふ

無線LAN

内蔵モデル

無線LÅNシステムの接擾構成例
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キーボード内蔵の

無線LANモジュール

PCカード

噂

lEEE802.11aの製品

の無線LAN製品群を拡充し,5GHz帯を使った54Mビット/s

高速無線LAN製品を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)ノート型パソコンと液晶一体型パソコンには無線LAN内蔵

モデルをそろえ,デスクトップ型パソコンには無線LAN内蔵キー

ボードを用意し,幅広い11Mビット/s無線LAN製品をラインアップ

(2)54Mビット/s無線LAN製品として,アクセスポイントとPC

カードを新たに開発し,ハイパフォーマンスを実現

(3)両システムに対応したアクセスポイント配置シミュレーション

ツールも開発して発売

(発売時期:2002年9月)

統合イメージプラットフォームHGAZOMAGICH
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●■●●-●-●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

"GAZOMAGIC''は,文字認識や帳票識別,印鑑照合など

のイメージ関連機能を機能単位にコンポーネント化し,標準統

合環境として実現した統合イメージプラットフォームである｡業

務の効率化や帳票の電子化による,顧客情報の活用に不可

欠なイメージエントリシステムなど,顧客ニーズに合わせた業

務ソフトウェアの開発に適している｡

〔主な特徴〕

(1)豊富なアプリケーションインタフェース

(2)字体を選ばない高精度文字認識をはじめとする,多様な

ソフトウェア群を必要に応じて選択が可能
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WindowsNT*4.O Windows2000 WindowsXP(2003年3月対応予定)

袈
TWAINドライバ

』鵠
"QR-S300”

毒夢
一般スキャナ

護:略語説明 UP(UserProgram),V8(VisualBasic*)

+DK(JavaDevelopmenlK那,VC＋＋(VisualC＋＋*)

iiA(1mage仙eぬceAgent).OCX〔OLE(Obl即tLinkjngandEmbeddjng)CustomControり

*は｢他社豊泉商標など+(157ページ)を参照

"GAZOMAGIC”のソフトウェア構成とインタフェース

帳票イメlジ処理システムHFITWAREH

帳票類の画像取り込みと文字認識によるコードデータ化や,

紙文書の電子化のニーズに柔軟に対応するために,ⅩML

(Extensible Markup Language)やJavaなどの最新技術に

より,ウェブ環境システムとの連携を容易にするイメージ処理シ

ステム"FITWARE''を開発し,2002年7月に発表した｡

システム基盤として独自に開発したオブジェクト指向開発･実行

環境"STARXAP''の搭載と,開発ツール"STARXAPStudio”

により,業務アプリケーションの容易な開発･変更が可能である｡

また,スキャナ(スタンド形スキャナ,ソ一夕付き′iッチスキャナなど)

や,ソリューションメニューでも豊富なバリエーションをそろえている｡

情報･通信システム
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"STARXÅPStudio''によるオブジェクト指向的先の画面例




